
「
な
が
と
再
生
実
行
予
算
」

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、「
地
域
の
再
生
」
と
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
創
り
」

を
本
格
的
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の
「
な
が
と
再
生
実
行
予
算
」
と
位
置
付

け
ま
し
た
。
国
や
県
と
連
携
を
密
に
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
を
効
率

的
で
実
効
性
の
高
い
も
の
へ
と
磨
き
あ
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

施
策
展
開
を
見
据
え
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

方
針
１

　
「
な
が
と
成
長
戦
略
」
の
着
実
な
推
進

　

平
成
25
年
９
月
に
策
定
し
た
「
な
が
と

成
長
戦
略
行
動
計
画
」
に
掲
げ
る
「
５
つ

の
目
標
」
と
「
18
の
具
体
的
な
取
り
組
み
」

を
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
統
括
的
・
総
合
的
に
進

め
る
た
め
、「
成
長
戦
略
推
進
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

２
つ
の
基
本
方
針

方
針
２

　
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
に
よ
る
協
働
の
推
進

　
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を
創
る
」
た
め

に
は
、
市
民
、
事
業
者
、
関
係
団
体
お
よ

び
行
政
が
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
と
し
て
主

体
的
に
参
画
し
、
か
つ
、
連
携
し
な
が
ら

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
「
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
聴
き
、
市
民

と
協
働
し
行
動
す
る
」
た
め
の
予
算
確
保

の
も
と
、
協
働
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

▲施政方針を表明する大西市長

平
成
26
年
度
予
算
を
徹
底
解
説

１. 災害に強いまちづくり　
　　　大雨を含め、地震や風水害による被害を減じる「防災・減災」への取り組み等

防災行政無線整備事業
市民に正確かつ迅速な災害情報を伝
達するため、屋外拡声器等を市内全
域に順次整備する

367,000

長門地区告知端末機整
備事業

防災および行政情報伝達のため、屋
外に持ち出し可能な FM ラジオ受信
の機能を有する告知端末機を通地区・
俵山地区に整備する

29,160

その他事業
消防庁舎建設事業
消防機庫等整備事業
自主防災組織育成事業
橋りょう改修事業

82,347
15,940
1,596

34,960自治会による防災訓練のようす

２．安心して暮らせる住みよいまちづくり 　
　　　人口減少と少子高齢化の加速に対応した、市民が安心して暮らせるための体制や環境整備への取り組み

合併処理浄化槽維持管理
費補助金

専用住宅の合併処理浄化槽管理者に対
し、法定検査に係る費用を補助する 3,630

市営住宅田屋床団地建替事業 平成 26 年度 16 戸、平成 27 年度 6
戸建築 351,416

その他事業

臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金
学校施設耐震化事業
油谷小学校改築事業
長門市地域公共交通推進事業
新リサイクル施設整備事業
超高速インターネット接続サービス事業

213,212
447,000
 987,791
　4,365
14,148
13,550建設中の油谷小学校校舎

3．観光都市長門の顔づくり　
　　　「何度でも行ってみたくなる魅力都市・長門の創出」に向けた取り組み等

集客イベント推進事業
全国やきとリンピック、ながと仙崎花火大
会、N-1 グランプリ、汗汗フェスタ等の開
催経費を一部補助する

10,060

ながと成長戦略推進事業

＊俵山地区散策したくなるまちづくり
　推進事業
＊俵山温泉まちづくり交流施設整備事業
＊宿泊地等魅力創造支援事業
＊仙崎まちなか金子みすゞギャラリー事業
＊戦略的情報発信事業

3,100
1,916
3,600
1,885
7,800やきとリンピックが 5 年ぶりに

長門市にやってくる

4. 産業振興による活力あるまちづくり
　　　雇用拡大への積極的支援や産業振興による地域経済活性化に向けた取り組み等

地域雇用創出事業
新たに正社員を雇い入れ、継続的な雇
用を創出する市内事業所に対して賃金
の 1/2 以内を補助する（上限有り）

45,390

優良繁殖雌牛導入事業 市が保有する繁殖雌牛の貸付や購入経
費の一部を補助する 11,854

その他事業
長門市水産物需要拡大推進事業
県営中山間地域総合整備事業　
＊農地集積・基盤強化推進事業  
＊販路開拓支援事業

2,000
45,000
10,102
12,000

山口県畜産共進会でも評価の高い
長門の牛

5．交流・連携・協働による市民主体のまちづくり
　　　地域課題克服のため、市民と行政が一体となった協働へ向けた取り組み等

地域おこし協力隊設置事業 青海島地区に新たに地域おこし協力隊
員を配置する 11,706

市民活動団体活性化事業 市民活動団体が主体的に企画・実施す
る公益性の高い事業について補助する 1,769

その他事業 集落機能再生事業
お互い様ネットワーク地域協働交付金事業

5,219
4,900青海島地区では都市部の高校の

修学旅行を受け入れている

6．スポーツの振興によるまちづくり　
　　　「スポーツをして、みて、ささえる『チームながと』の実現」に向けた取り組み等

ながとスポーツ公園整備事業 ジョギングコース、グラウンドゴルフ
コース、多目的広場等整備 60,000

ラグビーワールドカップ
キャンプ招致事業

2019 年に日本で開催されるラグビー
ワールドカップのキャンプを招致する 750

その他事業
我がまちのスポーツ推進事業　
全国健康福祉祭開催準備事業
全国少年少女野球教室開催事業　

11,080
1,600

211
スパスタジアムは山口県の新たな
ラグビーの聖地に

7．行財政改革の推進　
　　　第 3 次長門市経営改革プランに基づく「経営型」の行政運営に向けた取り組み等

職員研修事業 一般研修のほか、県や下関市など自治
体間、他団体との人事交流を実施する 8,773

日置支所庁舎移転事業 日置保健センターを支所として整備
し、移転する 9,829

地方公営企業法適用移行
支援事業（下水道事業）

平成 28 年度からの地方公営企業法の
一部（財務）適用に向けた移行準備業
務を行う

26,946職員研修のようす。経営感覚を学び、
市民サービス向上のため取り組む

「
７
つ
の
重
点
施
策
」
の
取
り
組
み

＊は成長戦略事業（単位：千円）

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

222
億
４
千
万
円
で
、
７
つ
の
重
点
施
策
を

実
現
す
る
施
策
展
開
を
、
最
大
限
考
慮
し

た
予
算
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
内
容
は
、
下
図
に
示
す

と
お
り
で
す
。

7つの重点施策
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３
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
目
に
見
え
る

　

安
心
・
安
全
化

４
何
度
で
も
行
っ
て
み
た
く
な
る
魅
力
都

　

市
・
長
門
の
創
出

５
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
や
魅
力
あ
る
観

　

光
資
産
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
さ
な
い
た

　

め
の
体
制
確
保

18
の
具
体
的
な
取
り
組
み

①
一
市
一
農
場
構
想
の
推
進

②
自
然
栽
培
米
等
の
供
給
基
地
化

③
長
州
黒
か
し
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

④
長
州
な
が
と
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化

⑤
長
門
の
優
れ
た
特
産
品
の
開
発
と
産
地

　

化
の
促
進

⑥
水
産
物
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り

⑦
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の
推
進

⑧
販
路
開
拓
の
推
進

⑨
司
令
塔
づ
く
り
（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
設
立
）         

⑩
地
元
直
売
所
の
整
備

⑪
安
心
・
安
全
な
農
水
産
物
づ
く
り

⑫
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築

⑬
仙
崎
地
区
の
観
光
振
興

⑭
俵
山
地
区
の
観
光
振
興

⑮
湯
本
地
区
の
観
光
振
興

⑯
そ
の
他
地
区
の
観
光
振
興

⑰
所
得
の
向
上
お
よ
び
労
働
意
欲
の
向
上

　

に
よ
る
後
継
者
・
承
継
者
の
確
保

⑱
技
術
・
事
業
経
営
の
実
習
体
験
、
受
入

　

体
制
の
整
備

（
平
成
25
年
９
月
策
定
）

︿
参
考
﹀

な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画

５
つ
の
目
標

１
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
育
成

２
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
大
都
市
圏
展
開

７
つ
の
重
点
施
策
と
連
携
す

る
︑
成
長
戦
略
関
連
事
業

　

全
国
的
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
中
、
本
市

に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
景
気
の
低
迷
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
流
出
が
著
し
い
本
市

で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加
速

化
し
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民
福

祉
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

こ
の
課
題
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
５
年
間
、
農
林
水
産
業
に
お
け

る
「
年
収
１
、０
０
０
万
円
」
化
と
産
業

全
体
で
「
５
年
間
で
550
人
の
雇
用
創
出
」

を
数
値
目
標
と
し
た
「
な
が
と
成
長
戦
略

　

素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
と
温
泉
を
有

し
、
し
か
も
、
香
月
泰
男
画
伯
、
童
謡
詩

人
金
子
み
す
ゞ
な
ど
、
世
界
に
も
広
が
る

文
化
的
資
産
に
も
囲
ま
れ
、
地
域
で
の
繋

が
り
・
温
か
み
を
感
じ
な
が
ら
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
の
が
、
こ
こ
長
門
の
良
さ

長
門
の
自
然
や
風
土
を
生
か
し

チ
ー
ム
な
が
と
で
取
り
組
む

で
す
。
雇
用
の
場
と
所
得
の
向
上
が
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
や
後
継
者

は
出
て
く
る
も
の
と
信
じ
、「
18
の
具
体

的
な
取
り
組
み
」
を
着
実
に
実
行
に
移
し

て
い
き
ま
す
。

　

行
動
計
画
の
基
本
に
、「
な
が
と
ブ
ラ

ン
ド
」
を
全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を

据
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
質
的
な
価

値
と
と
も
に
、「
な
が
と
」
を
戦
略
的
な

ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
、「
長
門
の
自
然
資
産
・

歴
史
的
資
産
・
特
産
物
等
の
資
産
」
と
「
長

門
の
歴
史
風
土
、
健
康
や
安
全
へ
の
こ
だ

わ
り
、
そ
し
て
、
資
産
形
成
の
ス
ト
ー

リ
ー
」
と
を
合
わ
せ
、
長
門
に
住
む
人
々

の
「
人
・
自
然
に
対
す
る
や
さ
し
さ
」
を

一
体
と
し
て
、
外
に
向
か
っ
て
発
信
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

事
業
者
、
農
林
・
水
産
団
体
、
学
校
、

産
業
従
事
者
な
ど
と
、
行
政
と
の
協
働
、

あ
る
い
は
お
互
い
同
士
の
協
働
な
ど
、

「
チ
ー
ム
な
が
と
」
と
し
て
、
ま
た
国
や

県
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1. 地域資産の活用による高付加価値型商品・サービスの開発（145,091 千円）　
　目標：「ながとブランド」の育成

・農地集積・基盤強化推進事業【重点】
　　「一市一農場による農産物の安定供給体制づくり」を推進するため、
　　農地の集積および再配分を県の設置する中間管理機構を活用し実施

・地域産品開発事業 ・長州ながと和牛ブランド化事業
・長州黒かしわブランド化戦略事業  ・種苗中間育成推進事業
・キジハタ種苗放流事業　・安心・安全な食づくり推進事業▲幻の高級魚と言われるキジハタ

2. 大都市圏への販路開拓（44,340 千円）　
　目標：「ながとブランド」の大都市圏展開

・販路開拓支援事業【重点】
　　「ながとブランド」の全国展開を目指し、大都市圏に長門の物産品
　　を販売する会社を設立し、同会社への出資と販路開拓を支援

・成長戦略地域活性化プロジェクト推進事業
　　直売施設を含む仙崎地区のグランドデザインを作成
・水産物等直売アンテナショップ運営事業等▲買い物客で賑わう海幸仙崎

3. 安心・安全な食づくりの推進（3,130 千円）
　目標：「ながとブランド」の目に見える安心・安全化

・伝統野菜等販売戦略事業
　　伝統野菜の田屋なす、長門ゆずきち、白オクラおよび自然栽培米の
　　テキスト化を行い、食材の有益性を市外に発信
・畜産堆肥活用対策推進事業
・安心・安全な食づくり推進事業等▲その味が人気の長門ゆずきち

4. 観光資産の魅力創出と連携（67,258 千円）　
　目標：何度でも行ってみたくなる魅力都市・長門の創出

・俵山地区散策したくなるまちづくり推進事業【重点】
　　俵山全体構想に掲げてある施策に地域が取り組む活動や温泉街の　
　 　トータルデザイン策定への支援
・俵山温泉まちづくり交流施設整備事業【重点】
　　湯治温泉再興のためのコア施設である旧川の湯を地元と湯治客の交
　 　流施設にリニューアルする取り組みの支援
・仙崎まちなか金子みすゞギャラリー事業

　　　　　　　　　　　　 ・宿泊地等魅力創造支援事業　・戦略的情報発信事業等▲情緒あふれる俵山温泉旅館街

5. 後継者・承継者の確保および新規就業の創出（69,634 千円）　
　目標：「ながとブランド」や魅力ある観光資産をいつまでも絶やさないための体制確保

・ながと成長戦略検討会議開催事業
・長門市就農円滑化対策事業
・創業等支援事業
　　創業等を考えている人を対象に、創業等支援相談会を開催
・経営体育成支援事業▲ながと成長戦略検討会議のようす

「ながと成長戦略行動計画」の５つの目標に沿った事業展開

行
動
計
画
」
の
取
り
組
み
や
集
落
機
能
再

生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
前
項
の
７
つ

の
重
点
施
策
と
連
携
し
︑
一
体
的
に
取
り

組
む
た
め
、
成
長
戦
略
行
動
計
画
に
基
づ

い
た
５
つ
の
目
標
に
合
わ
せ
て
左
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 長門の自然、風土、特産品を市民と行政との協働で活かす
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人件費
3,855,631
 （17.3％）

   扶助費
3,207,751
  （14.4％）

   公債費
3,141,138
 （14.1％）

その他
329,361
  （1.5％）

普通建設事業費
    3,816,529
      (17.2％）

災害復旧事業費
   3,100
   （0.0％）

物件費
2,750,575
（12.4％）

補助費等
2,206,318
（9.9％）

繰出金
2,929,597
（13.2％）

 

維持補修費
 　　  193,320
貸付金　99,272
積立金　　　  10
投資及び出資金
             16,759
予備費   20,000

義務的経費
 10,204,520
　　（45.8％）

    その他の経費
  8,215,851
（37.0％）

歳出総額
22,240,000

投資的経費
3,819,629
  （17.2％）

市税
3,684,832
（16.6％） 諸収入

539,502
（2.4％）

その他
951,342
 （4.3％）

国庫支出金
2,184,487
   （9.8％）

県支出金
1,580,637
（7.1％）

　市　債
3,858,100
  （17.3％）

地方交付税
8,650,000
（38.9％）

その他
791,100
   （3.6％）

歳入総額
22,240,000

自主財源
 5,175,676
     （23.3％）

依存財源
　　17,064,324
　　　（76.7％）

分担金及び負担金
　　  　171,196
使用料及び手数料
        　509,050
財産収入 49,852
繰入金  203,242
繰越金               1
寄附金    18,001

地方譲与税    210,000
利子割交付金   10,800
配当割交付金     6,900
株式等譲渡所得割交付金
                         1,500
地方消費税交付金
                    500,000
ゴルフ場利用税交付金
                         8,600
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         4,300

平成26年度 一般会計予算の構成
（単位：千円）
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会計別
予算額

（単位：千円）
前年度当初予算額
（単位：千円）

増減額
（単位：千円）

対前年度伸率
（単位：％）

一般会計 22,240,000 20,075,000 2,165,000 10.8
特別会計 12,431,703 11,685,904 745,799 6.4
　国民健康保険事業 5,319,614 5,351,590 ▲ 31,976 ▲ 0.6
　公共下水道事業 1,732,940 1,074,842 658,098 61.2
　湯本温泉事業 91,098 93,635 ▲ 2,537 ▲ 2.7
　漁業集落排水事業 107,374 106,430 944 0.9
　農業集落排水事業 586,718 556,979 29,739 5.3
　介護保険事業 3,801,506 3,774,160 27,346 0.7
　電気通信事業 125,655 111,928 13,727 12.3
　後期高齢者医療事業 666,798 616,340 50,458 8.2
一般会計＋特別会計 34,671,703 31,760,904 2,910,799 9.2

2014.4.1 6

各
会
計
の
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
全
会
計
の
予
算
規
模

は
、
346
億
72
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比
プ

ラ
ス
29
億
11
百
万
円
、
プ
ラ
ス
9.2
％
と
大

幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
主
に
一
般
会
計
の
増
額
に
よ

る
も
の
で
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

（
対
前
年
度
比
３
億
67
百
万
円
、
皆
増
）

や
萩
市
と
共
同
実
施
し
て
い
る
新
可
燃
ご

み
焼
却
施
設
整
備
に
係
る
負
担
金
（
対
前

年
比
４
億
85
百
万
円
、
155
・
９
％
増
）
市

営
住
宅
田
屋
床
団
地
建
替
事
業
（
対
前

年
比
３
億
20
百
万
円
、
１
０
１
４
・
７
％

増
）
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
（
対
前
年
比

２
億
82
百
万
円
、
39
・
９
％
増
）
な
ど
、

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
大
型
建

設
事
業
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、公
共
下
水
道
事
業
で
、

東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
の

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
施
設
更
新
お
よ

び
維
持
管
理
に
よ
る
事
業
費
の
増
（
対
前

年
比
６
億
24
百
万
円
、
407
・
８
％
増
）
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
で
は
、
超
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
対
前
年
比
14
百
万
円
、
皆
増
）
の
開
始

に
よ
る
事
業
費
の
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平成 26年度一般会計予算を家計簿にすると

収　入 金　額
（万円）

割　合
（％）

給料（市税） 500 16

パート収入
（使用料、手数料、諸収入等）

210 7

預貯金の取り崩し
（財政調整基金繰入金） 30 1

親からの仕送り
（地方交付税） 1,240 38

子ども手当
（各種交付金等） 110 4

住宅改築補助金等
（国・県支出金） 540 17

ローン借り入れ
（市債） 550 17

合　計 3,180 100

支　出 金　額
（万円）

割　合
（％）

食費（人件費） 550 17

医療費（扶助費） 460 15

ローン返済（公債費） 450 14

家の増改築費
（普通建設事業） 550 17

光熱水費等の生活費
（物件費、維持補修費） 420 13

自治会、サークル活動費
（貸付金・補助費等） 330 11

子どもへの仕送り
（繰出金） 420 13

預貯金などの貯蓄
（積立金） 0 0

合　計 3,180 100
貯金と借金 金　額

（万円）

預貯金残高（基金残高） 770

ローン残高（市債残高） 3,720

※給料を年収 500 万円とした場合

財
政
用
語
の
説
明

　

市
の
予
算
や
決
算
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ

る
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

歳
入

●
自
主
財
源　

市
が
自
主
的
に
集
め
ら
れ

　

る
財
源
の
こ
と
。
市
税
、
使
用
料
、
手

　

数
料
、
財
産
収
入
、
繰
入
金
、
諸
収
入

　

等
が
あ
る

▼
市
税　

皆
さ
ん
が
、
市
に
税
金
と
し
て

　

納
め
た
お
金

▼
財
産
収
入　

土
地
や
家
屋
な
ど
、
市
が

　

所
有
す
る
財
産
を
貸
し
付
け
た
り
、
売

　

り
払
っ
た
り
し
て
得
ら
れ
る
お
金

●
依
存
財
源　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た

　

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
の

　

こ
と
で
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

　

県
支
出
金
、
市
債
等
が
あ
る

▼
地
方
交
付
税　

皆
さ
ん
が
国
に
納
め
た

　

税
金
の
一
部
で
、
市
の
財
政
状
況
等
に

　

応
じ
て
配
分
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金　

皆
さ
ん
が

　

国
や
県
に
納
め
た
税
金
の
一
部
で
、
特

　

定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
交
付
さ
れ

　

る
お
金

▼
市
債　

市
が
事
業
を
実
施
す
る
た
め

　

に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る

　

お
金

歳
出

●
義
務
的
経
費　

主
に
、
そ
の
支
出
が
義

　

務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
節
減
で
き
な
い

　

経
費
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

▼
人
件
費　

一
般
職
員
の
ほ
か
、
市
長
、

　

副
市
長
、
議
員
お
よ
び
各
種
委
員
等
の

　

給
与
や
報
酬

▼
扶
助
費　

生
活
困
窮
者
、
障
害
者
、
子

　

ど
も
、
高
齢
者
等
の
生
活
や
医
療
の
支

　

援
に
か
か
る
お
金

▼
公
債
費　

市
の
借
金
（
市
債
）
を
返
す

　

た
め
に
使
わ
れ
る
お
金

●
投
資
的
経
費　

主
に
公
共
施
設
の
建
設

　

事
業
な
ど
、
将
来
に
残
る
も
の
の
た
め

　

に
支
出
さ
れ
る
お
金

▼
普
通
建
設
事
業
費　

道
路
や
学
校
、
公

　

園
等
の
公
共
施
設
整
備
に
か
か
る
お
金

●
物
件
費　

消
耗
品
や
備
品
の
購
入
費
、

　

光
熱
水
費
、
委
託
料
等

●
補
助
費
等　

個
人
や
各
種
団
体
、
一
部

　

事
務
組
合
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等

●
繰
出
金　

特
別
会
計
に
対
し
て
、
建
設

　

費
、
事
務
費
等
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る

　

お
金

●
基
金　

市
が
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

　

積
み
立
て
る
資
金

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
政
係　

℡
23
‐
１
２
５
４

特 集 平 成26年 度 予 算 を徹底解説

注）左ページ下に用語について説明しています


